
 

 

 

 

 

 
 

 

２０２２年１１月１５日 

 

 

 

～心も身体も晴れやかに！アスリートと一緒にスポーツ体験！～ 

MS&AD Well-being Sports Project「晴れスポ in 広島」を開催 

 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ ホールディングス株式会社（取締役社長 グループＣＥＯ： 

原 典之）は、１２月１０日（土）に、MS&AD Well-being Sports Project「晴れスポ in 広島」を開催 

します。 

 「晴れスポ」は、スポーツを通じて健康で幸せな地域社会づくりを目指し、スポーツイベントの開催等

を軸にしたプロジェクトです。「晴れスポ in 広島」では、ランニング、ボッチャ、ジャベリックスロー等 

を体験し、心も身体も晴れやかになって、ウェルビーイングの向上につなげていきます。 

 ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループは、レジリエントでサステナブルな社会を支える企業グループ 

として、「多様な人々の幸福（Well-being）」に資する取組みを推進していきます。 

 

１．「晴れスポ in 広島」の概要 

（１）日  時：２０２２年１２月１０日（土）１０：００－１２：３０ 
 

（２）会  場：広島大学東広島キャンパス西体育館 

（〒739-8511 広島県東広島市鏡山１丁目３－２） 
 

（３）参加人数：５０組１００名程度（性別・年齢・居住地問わず） 
 

（４）申込方法：以下の公式Ｗｅｂサイトからお申し込みいただけます。（参加無料） 
【応募締切：１１月３０日（水）】 

https://npo-child.or.jp/20221210-haresports/ 
 

（５）プログラム：①アスリートトークショー 

②スポーツ体験：ランニング教室 

パラスポーツ体験：ボッチャ、ジャベリックスロー 
 

（６）ゲ ス ト： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有森 裕子氏 
ゲスト出演（元陸上競技選手） 

 

1966年 岡山県生まれ。 

日本体育大学を卒業後、(株）リクルートに入社。 

1990 年大阪国際女子マラソンで当時の初マラソン日本

女子最高記録を樹立。1992年のバルセロナオリンピック

で銀メダル、1996 年のアトランタオリンピックで銅 

メダルを獲得する。 

2007 年に現役引退後、国際オリンピック委員会（IOC）

スポーツと活動的社会委員会委員、日本陸上競技連盟副

会長、スペシャルオリンピックス日本理事長、大学スポ

ーツ協会（UNIVAS）副会長など、幅広い分野で活躍。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

土佐 礼子氏 
三井住友海上（元陸上競技選手） 

 

 

1976年 愛媛県生まれ。 

1999年、三井住友海上火災保険（株）入社。マラソン 

選手としてアテネ・北京大会２度のオリンピックに 

出場。また世界陸上選手権では、2001年エドモントン大

会、2007年大阪大会でメダル（銀・銅）を獲得。 

現在は三井住友海上・女子陸上競技部のアドバイザーを

務めながら、愛媛県を拠点に全国各地で講演やゲスト 

ランナー等の活動を行っている。 

 

 

https://npo-child.or.jp/20221210-haresports/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）参加特典：イベント終了後、アンケートにご協力いただいた方を対象に、サッカー日本代表の新 

ユニフォームや「JFA’s Dream」トミカ等、各種人気グッズをプレゼントします。 
 

（８）そ の 他：主催）ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ 

共催）読売新聞社 

後援）公益財団法人 日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会 

一般社団法人 大学スポーツ協会、東広島市教育委員会 

公益社団法人 広島県パラスポーツ協会 

協力）広島大学、NPO 法人 幼児教育従事者研究開発機構 

 

２．「晴れスポ in 札幌」について 

１０月２９日（土）に開催された「晴れスポ in 札幌」では、約１５０名の参加者がアスリートと一緒 

になって、スポーツ体験を楽しみました。https://genki-nippon.yomiuri.co.jp/news/20221110.html/ 
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白砂 匠庸氏 
あいおいニッセイ同和損保（パラ陸上/やり投げ選手） 
 

1996年 7月広島県生まれ。 

2 歳の時に誤って草を細かくする農業用の機械に手を 

入れてしまう事故により左手関節から先を失う。高校 

時代に障がい者陸上を本格的に開始し、社会人となった

後は砲丸投で日本記録を達成。その後、専門種目をやり

投げに転向。 

北広島町に在住し、競技活動に加えて小中学校でゲスト

ティーチャーの活動も積極的に行っている。  

東京 2020パラリンピック出場（F46）6位入賞。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

會田 祥氏 
三井住友海上あいおい生命（パラクライミング選手） 
 

1996年 山梨県生まれ。 

10 歳頃、母が視覚障害クライミングの記事を見たのが 

きっかけでクライミングを始める。2021 年のロシアで 

開催された世界選手権では、大会通算 5個目の金メダル

を獲得。2022 年 6、7 月のワールドカップでも、2 大会

連続の金メダルに輝いた。現在、視覚障がいクラスで 

最も障がいが重い「男子B1クラス」。 

正式種目採用が検討されている 2028 年のロスオリン 

ピックに向け練習に励んでいる。 

https://genki-nippon.yomiuri.co.jp/news/20221110.html/

